10-267　ＥＳＤＧｓ通信２６７号「研究仲間がなんと教育長さんに！」手島利夫フォームの始まり

　研究仲間の校長先生が、同市の教育長さんに就任されました。今までの教育実
践やパワフルでブレのない学校経営、一人一人の子どもの命に寄り添い、保護者や
地域、そして職員と温かに接するお人柄等が高く評価されてのご就任。活躍が期待さ
れます。「未来を拓く人づくり」を目指す市の教育の最高責任者としてのご活躍が楽
しみです。心より応援しております。
　
　さて、全国で多くの教育行政が「持続可能な社会の創り手」を育てようという理念
を掲げ、具体的な施策やお取り組みを進めています。これは国の教育振興基本計画を
踏まえてのことで、大変素晴らしいことです。しかし、各自治体の教育施策を個々に
見ていくと、そのお取り組みがなかなか進みにくい現状もあるようです。
　それは、「持続可能な社会の創り手」を踏まえて掲げたそれぞれの教育理念を施策
の体系として具体化しようとする際、具体的な「取組」策として最後には「学力向上
のための授業づくり」「学力向上のための主体的な学び」を掲げてしまうという現状
なのです。私は多くの市区町村でそのような現状を見てまいりました。
その上、学力調査等の数値結果をその「成果指標」としている市区町村では、数値を眺めて「わが市の未来を拓く人づくりはうまくいっている」と喜んでいるのかもしれません。
　「学力向上のための授業づくり」と言わずに、「確かな学力の向上を目指した学び」
と言えば、知識の習得だけでなくそれらをつなげ、活用して問題を解決する力や主体
的・対話的で深い学びに向けた授業改善、問題発見力・思考力・判断力・表現力・問
題解決力等の「生きる力」の育成までを意識しますが、「学力向上」と示されると、
現場の校長先生や先生方はテストの点数が上がることや知識をしっかりと伝え、効
率よく教える、旧来の授業に専念してしまいがちなのです。
　皆さんの地域ではどのように示されているでしょうか。このような視点を踏まえ
て「〇〇市教育振興基本計画」あるいは「〇〇市教育大綱」などをご覧いただくと、
掲げた「理念」と具体的な「取組」の一貫性の有無がすぐにわかります。

　しかし、このような現状があったとしても一校長が声を挙げたくらいでは、「遠吠
え」にしかなりません。指導主事さんでも同様でしょう。市区町村の教育施策は、そ
の市区町村の教育長さんくらいにならないと動かせないのが現実です。教育長さん
が「今の我が市では、学力の向上が最も重要な課題なのだ」と思い込んでいたら、そ
のレベルの教育を進めるしかないのです。教育長に人を得ることがどれほど重要な
ことかと感じます。
　社会の激しい変化の中、教育長さんのお仕事は幅広く、限りなく広がっていること
と思います。しかし、どのような社会にあっても、「未来を拓く人づくり」の重要性
は変わりません。それが本務です。その実現に取り組み続ける教育長さん方を心から
尊敬してまいりましたし、様々なことを学ばせていただいてきました。
令和８年度も日本各地で、「持続可能な社会の創り手」を育むために頑張ります。
自校の教育目標を見直し、教科等の横断的な指導に取り組み、「主体的・対話的で深
い学び」の実装に向けた授業改善を実現し、子どもたちが心豊かに学び続けること
のできる学校づくりを進めようと取り組んでいらっしゃる先生方やそれを支えてく
ださっている教育関係者の方々のお手伝いができることに幸せを感じながら過ごし
ていきたいなと思っております。
今年度もよろしくご指導を賜りますようお願いいたします。
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